




















 周知のように、現在の日本は本格的な高齢社会を迎えている。平成 23 年度版の『高齢

























 そこで本稿では、まず 1 節において MCI という概念について概観したのちに、2 節にお
















場（Pathology model）の 2 つの立場がこれまでに提唱されてきた2。しかしながら、MCI
の神経病理像が明らかになるにつれ、軽度ではあっても生理的加齢とは区別して論じられ
るべきであると考えられるようになり、現在においては主に、認知症へと進行する疾患の
初期段階として MCI は理解されている。 




Dementia Rating：以下、CDR と略記）の 0.5 程度とされている。CDR とは、「記憶、見
当識、判断や問題解決能力、社会生活、家庭生活や趣味、身の周りのケア」の 6 項目の評




1）Amnestic type（健忘型）、2）Multiple cognitive domains slightly impaired type（複
数の認知領域にまたがって軽微な障害がある型）、 3）Single non-memory domain 
impaired type（記憶以外の領域に障害がある型）、という 3 つに分類され、また 2003 年
にストックホルムで開催された会議では、記憶障害の有無、そして他の認知領域（言語、
遂行機能、視空間認知など）の障害の有無によって、1）Amnestic MCI, single domain、
2）Amnestic MCI, multiple domain、 3）Non-amnestic MCI, single domain、 4）
Non-amnestic MCI, multiple domain、という 4 つに分類されている4,5。つまり、MCI を
アルツハイマー病だけの危険因子と捉えるよりも、さまざまな認知症へと進行しうる前駆
状態として捉えるということである。  




























































 そもそも予防とは、異なる位相をもっており、認知症の場合「第 1 次予防：発症の防止」
「第 2 次予防：早期発見・早期治療」「第 3 次予防：機能維持」という 3 つの段階を考え
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